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2008年度活動報告

《談話会》

4月25日(金) 16時......17時半於英語英米文学同研究室

《講演会》

・変形生成文法における補文(従属節)構造について

石井正則 (Ml)

• The Meaning of Human Existence in nαmlet 
野山雅代 (Ml)

5月25(日) 14時......16時於飽谷大学大宮学舎西鍵大会議室

講師桂冠詩人AndrewMortion (アンドリュー・モーション)

ロンドン大学教授

演題 Reading告omMyPoems

《研究発表会》

9月15日(月)14時......17時於消和館 3F
• The Symbiosis Writers in Nott担ghamshire:
G.G. Byron. D.H.Lawrenl偲 andAlanShi出句e良田玲子 (Dl)

.不純な肉(体)-Ruth L. Ozekiの品。Yearof Meatsにおける

交差と混交 森脇正史(飽谷大学非常勤鯨師)

・講演パイロンと f物尽くしjー DonJuαnの場合

束中 稜代(飽谷大学文学部教授)

《修士論文中開発表会》

第一回

9月24日(水)15時半......18時半於英語英米文学同研究室
. Altthonyαnd Cleopαtra : An Analysis of Cleopatra 

小林さっき (M2)

• Talk in Interaction : Conversation Analysis vs Relevance 
Theory 藤本麻紀 (M2)

第二回

10月8日(水)15時半-18時半於英語英米文学同研究室
• An Analysis ofMale Characters in the Novel of Jane Austen 
-Mainly on Pride and 丹'ejudiceand Emmαー

浅尾健二 (M2)

• Nick Carraway's Critical Eye 
-An Analysis of Main Characters in The Greαt Gatsbyー

海 大悟 (M4)

• Syntactic and Semantic Analysis of Adverbs 
中野太加志 (M2)
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37号編集後記

1973年に 『英語英米文学研究』創刊号が発行されてほぼ37年と なる。

一昨年2007年に英文

学研究室の創設 40周

4手を祝ったことを考え

れば、その後速やかに

この研究雑誌が創刊さ

れたようだ。その 37

年余は今回退職なさる

点中先生の龍谷での教

育歴 ・研究歴にほぼ重

なる。そのfLfJを偲んで、 37号はこれまでになかった企画を盛り込むこと

になった。創刊号・第 2+}の巻頭の辞で、小川二郎先生は e今'論文を占

くことの必要性、発表することの重要性を論じていられる。またその発点

の機会を龍谷にあって得る!l~の幸運をも示唆していらっしゃる。 これから

慮るにこの雑誌は先ずは院生 ・研究生・修了生の論文執怨を鼓舞し、論文

発表の機会を提出するにあった。しかし同時に、そのように‘論文'を要

求せざるを得ない風潮i

に押し流されて安易に

‘論文'を認め、発表

するということになら

ないようにとの戒めも

小川先生の文章には窺

える。論文の前に先ず

研究あり、研究の前に

瓦繁なる愛智の志が必
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要とされる。社会風潮に噺いて、己が目指すところに弛まず前進できるの

は同学の友あってこそである。

そうした院生遠の場、合同研究室も此の頃は寂しくなった。文学研究科

院生の数の減少は本学のみに見られる現象ではないが、同窓生皆様の大い

なる御助力なくしてはこの『英語英米文学研究』の発行さえ難しくなって

きている。このような状況から、 37号は2008年度末をもって定年退職な

さる両先生に寄稿を御願いし、藤谷先生の出版予告、又 3月4日南禅寺 WII慎

正』で行った束中先生・植田先生・修士課程修了者・博士後期課程退学者

の送別会の模様を知らせ、翻訳を載せるという新機軸を打ち出した。

昨今、英語教育において翻訳をどう位置づけるかが議論される事が多い

が、信頼するに足る翻訳技術をその言語文化圏で持っかどうかは実はその

文化圏の興隆・維持を左右する程重要なものと訳者は考えている。この翻

訳の活字化を機にパイロンをお読みくださって誤訳迷訳の御指摘を頂けれ

ば幸甚である。

また院生達の関心の的留学に関しても、河野先生にインタヴューを御願

いした。先達後進諸氏のお役に立つことを念じている。今回の企画を機に

以後も数年に一度はこのような研究室の近況を御知らせする先例となれば

幸いである。

(2009年 3月31日R.Y.)
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